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せいじ園「2025年度 自己評価に関するアンケート」集計結果 

本年度も、以下の５項目および自由記述欄から構成される教職員アンケートを実施した。 

Ⅰ 園の教育保育理念・基本方針に関して（１～５） 

Ⅱ 子どもの保育に関して（１～１３） 

Ⅲ 保護者への対応に関して（１～９） 

Ⅳ 同僚・上司とのコミュニケーション等に関して（１～６） 

Ⅴ 能力向上の努力に関して（１～８） 

それぞれの設問については、次の評点を選択する形で回答を求めた。 

 

４．できている 

３．だいたいできている 

２．努力が必要 

１．設問の内容が自分に該当しない 

 

集計グラフ（グラフ内数字は各評点を選択した人数） 

 

 

2025年 12月下旬から 2026年 1月上旬にかけて、Microsoft Formsを用いてオンラインで本アン

ケートを実施した。該当教職員数は 26名。回収率は 100％である。集計は園長が行った。 

 

Ⅰ 園の教育保育理念・基本方針に関して 

①園の教育保育理念を理解している。 

 

 

②園の教育保育三つの柱を理解している。 

 

 

③園の今年度教育保育の努力目標を理解して

いる。 

 

④自分が担当する年齢の年間指導計画を理解

している。 

 

⑤園が目指す幼児の姿を自分なりにイメージ

できる。 
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Ⅱ 子どもの保育に関して 

①登園時、担当する子ども一人一人の健康状

態について十分に確認している。 

 

②子ども一人一人の家庭環境や、発育・発達

の状態について理解して接している。 

 

③子どもの話によく耳を傾けるようにしてい

る。 

 

④子どもを尊重した、丁寧なわかりやすい言

葉遣いを心掛けている。 

 

⑤どの子どもにも感情のむらなく平等に関わ

るよう心掛けている。 

 

⑥制止やせかす言葉を不必要に使わず、一人

一人に合わせた対応を心掛けている。 

 

⑦子どもをほめたり、励ましたり、子ども自

身が意欲を持てるような言葉かけを心掛け

ている。 

⑧子どもとの温かなやりとりや適度なスキン

シップを心掛けている。 

 

⑨子どもの言葉にならない思いやサインなど

の心の動きを理解するように心掛けてい

る。 

⑩子どもとよく遊んでいる。 

 

 

⑪子どもが遊びを深めていけるようなヒント

やアイディアを提供するよう心掛けてい

る。 

⑫子ども同士の関係にも配慮して保育を行っ

ている。 

 

⑬保育者自身が、保育の中で神様への感謝の

気持ちを持ち、それを言葉や態度で表現す

るよう心掛けている。 
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Ⅲ 保護者への対応に関して 

①子どもの様子について、直接話をしたり、

電話・連絡帳などを使って保護者と情報を

共有している。 

②保護者から説明された各家庭での養育方針

などに留意した保育を心掛けている。 

 

③どの保護者にも平等に関わり、友だち同士

のような態度で接していない。 

 

④保護者が保育者との関わりを楽しみにでき

るような信頼関係づくりを心掛けている。 

 

⑤保護者からの依頼や伝言については、記録

を残し、抜けのない配慮をしている。 

 

⑥保護者から苦情等があった場合は、よく話

を聞いたうえで、上司に報告、相談をし、

丁寧に対応している。 

⑦教職員や園の批判を軽はずみにしたり、他

の園児や家庭の個人情報を他言したりして

いない。 

⑧家庭環境や問題について知り得た重要な情

報は、むやみに他言せず、上司に報告して

いる。 

⑨保護者からの要望、意見等について、安易

に引き受けたり断ったり無視したりせず、

上司に報告、相談をしている。 

 

Ⅳ 同僚・上司とのコミュニケーション等に関して 

①子どもの情報について、保育者間で共有す

べきことは同僚・上司に適切に報告してい

る。 

②同僚から保育について相談を受けた時、誠

意をもって耳を傾けるよう心掛けている。 

 

③同世代だけでなく、年齢の違う同僚にも相

談できる良好な関係を築いている。 

 

④上司や同僚の助言を受け入れ、自分の考え

や行動を見直すことができる。 

 

⑤先輩、後輩等にかかわらず、誰にでも平等

に尊重する関わり方をするように心掛けて

いる。 

⑥自分の考えや思いを上司や同僚に対して伝

えている。 
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Ⅴ 能力向上の努力に関して 

①年度ごとに自己評価をし、自分なりの目標

や課題を持って保育に臨んでいる。 

 

②保育・教育に関する新しい取り組みや考え

方について、情報を得ようと日頃から努力

し、創意工夫に努めている。 

③研修や研究会には自分なりの課題をもって

参加している。 

 

④保育者の言動が子どもに影響を与えること

を自覚している。 

 

⑤職場では正しく丁寧な言葉遣いを心掛けて

いる。 

 

⑥園生活全般における危険性を認識し、事故

等の未然防止に日頃から努めている。 

 

⑦服装、髪型、身だしなみなど、清潔感のあ

るものを心掛け、安全性にも気をつけてい

る。 

⑧回覧される月刊誌『キリスト教保育』や保

育の参考文献を読み、自身の保育への参考

を得るよう心掛けている。 

 

 

 園長所見  

アンケートを実施した対象人数は 26名である。あくまでも「自己評価」であり、一人一人の教職員が

各項目に関する評価を主観的に判断した数値の集計である。 

昨年は、５「できている」４「だいたいできている」３「あまりできていない」２「できていない」

１「設問の内容が自分に該当しない」の１～５で評価したが、今年度は、昨年度の３「あまりできてい

ない」２「できていない」を３「努力が必要」にまとめ、１～４の評点とした。 

自分の評価を肯定的にみることで客観的に自分の努力すべき点が見えたように思う。以下、特徴的な

こと、留意すべきこと等、園長の所見を述べる。 

 

Ⅰ 園の教育保育理念・基本方針に関して 

園全体の教育保育理念や基本方針の理解について、昨年度は「できている」「だいたいできている」を

合わせて 70％程度であったが、今年度はどの項目においても「できている」「だいたいできている」が

80％以上となった。また、③「園の今年度教育保育の努力目標を理解している」④「自分が担当する年

齢の年間指導計画を理解している」も今年度は 80％を超えている。このことから、ほとんどの保育者が

園の教育保育理念・基本方針を理解して保育にあたっていることが読みとれる。しかし、本来ならば全

員が「できている」と答えてほしい設問であるため、子どもに携わる保育者全員が理解できるような方

法（掲示等）を取り入れ、工夫していきたい。 
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Ⅱ 子どもの保育に関して 

今年度は、新たに⑥「制止やせかす言葉を不必要に使わず、一人一人に合わせた対応を心掛けている」

⑨「子どもの言葉にならない思いやサインなどの心の動きを理解するように心掛けている」⑩「子ども

とよく遊んでいる」の設問を加えた。 

昨年度は、ほとんどの項目において少数ながら「あまりできていない」の回答があったが、今年度は、

13 項目中６項目において「できている」「だいたいできている」という回答になった。これは、保育者

たちの努力といってよいと思う。 

「努力が必要」とされた項目においては、自分自身の保育を客観的に見ているためであると思われる

が、今後は保育者自身が心掛けて保育にあたってほしい。 

 

Ⅲ 保護者への対応に関して 

今年度は新たに、④「保護者が保育者との関わりを楽しみにできるような信頼関係づくりを心掛けて

いる」を追加した。質問が自分に該当しない保育者以外全員が「できている」「だいたいできている」と

答えている。保護者との信頼関係を築くことは、子どものより良い成長につながるため、今後も保育者

自ら心掛けてほしい項目である。 

また、①「子どもの様子について、直接話をしたり、電話・連絡帳などを使って保護者と情報を共有

している」②「保護者から説明された各家庭での養育方針などに留意した保育を心掛けている」におい

て、「努力が必要」と答えた人数が、昨年度に比べて減少した。しかし、③「どの保護者にも平等に関わ

り、友だち同士のような態度で接していない」⑤「保護者からの依頼や伝言については、記録を残し、

抜けのない配慮をしている」は、「努力が必要」とされる人数が少人数ではあるが増加した。要因を探り、

見直していきたい。 

 

Ⅳ 同僚・上司とのコミュニケーション等に関して 

６項目中５項目において「できている」「だいたいできている」で 100％を占めている。職場内のコミ

ュニケーションが良くとれていることが理解できる。また、昨年度は⑥「自分の考えや思いを上司や同

僚に対して伝えている」が 70％であったが、今年度は 85％に増加したことから、職場内での対話がで

きていることが読みとれる。しかし、「努力が必要」と答えた保育者も４名いたため、４名の思いを汲み

取る働きかけも試みながら働きやすい職場づくりを目指していきたい。 

 

Ⅴ 能力向上の努力に関して 

概ね昨年度と同様の結果である。長期的な目標を持ち、自分自身の保育の質を高めるための努力項目 

②「保育・教育に関する新しい取り組みや考え方について、情報を得ようと日頃から努力し、創意工夫

に努めている」③「研修や研究会には自分なりの課題をもって参加している」等においては、「できてい

る」が 20％である。煩雑な業務の中ではあるが、保育者たちが自分の保育を見つめ直し、能力向上の意

欲につながるような機会や自分自身と向き合う時間、ゆとりの時間を確保する方法を検討したい。 

  


